
コロナウィルスに関する対応について
緑ヶ丘第二幼稚園

仙台市内で
コロナウィルス感染
拡大が確認された場合

園内での対応

各保育室

・登園時の園児の検温
・空気清浄機の使用
・夜間のオゾン殺菌
・常時換気・アルコール消毒
・ドアノブなど接触感染
防止の防止剤の活用
・昼食時パーティションの使用
・ホタテ貝由来による消毒剤に
よる室内加湿除菌

園バス
・こまめにアルコール消毒
を実施。・マスクの着用
・嘔吐対応としてすぐに固
めて処理する薬剤の常備
（保育室も同様）
・常時換気
・朝、乗車時の検温

園関係者（教職員の
家族・園児の家族・
外部講師も含む）
が感染した場合

幼稚園は休園
預かり保育も実施し
ません

園の再開は
メールで連絡

宮城県内・仙台市内に
コロナウィルス感染者
が確認された場合

幼稚園は普通登園
バス利用、預かり保育
利用は保護者任意

・状況によって判断し、メールで連絡。

・教員が勤務時間中に熱が出た場合、園に
備えてある抗体検査キットを使用して、
通常の病院に行くか保健所に連絡するか判
断する。

・園庭で遊ぶときも原則マスク着用。
年齢や気温によって外す対応も可。

・激しい運動、息苦しい場合は、外す対応
も可。

・２歳児、満３歳児は、少しずつマスクに
慣れていく。

休園
仕事・通院などやむを
得ない事情がある方の
みの預かり保育を実施。
（お弁当、おやつ持
参）給食はなし。必要
な方は極力マスク着用。
園バスはお休み

・毎朝、検温にご協力を
お願いします。
・咳や風邪の症状がある
場合はお休みして下さい。
・心疾患、喘息、糖尿病
などの持病をお持ちの方
はお休みをして下さい。
・検温結果を「各種連
絡」でメールして下さい。

コロナウィルス感染防止対策・園での対応のフロー
チャートにまとめました。

教職員への連絡

・空気清浄機の使用・夜間のオゾン殺菌・マスク着用
・常時換気・アルコール消毒
・ドアノブなど接触感染防止の防止剤の活用
・トイレ後の温風殺菌は、暫く電源を抜いて対応
・教師確認の下での手洗いの励行
・仕上げ磨きの際のフェイスシールド着用
・手洗いの指導・むやみに顔を触らないという指導
・教師は園児の体調の変化に注意
・教師自身の体調不良はすぐに報告
・クラスに体温計と自動ハンドミストのアルコール消毒
を常備
・感染リスクの高い人混み等不要不急の外出を自粛
・こまめな水分補給・十分な睡眠と栄養、休息
・教師の検温と行動記録の記入
★手洗い、アルコール消毒により手が荒れるとそこから
の感染も考えられるので、ハンドクリームで保湿するこ
とも大切。

風邪が流行している時期は、預かり保育利用時
間はできるだけ短くするようご配慮下さい。
長期休業中も同様の措置とします。社会情勢に
よっては、急な休園も予想されますので、
ご理解方、宜しくお願い申し上げます。

★ていねいに てをあらいましょう
★むやみに かおをさわらないようにしましょう
★こまめにみずをのみましょう
★はやくねて、ごはんをモリモリたべましょう
★からだをうごかしてあそびましょう
★１にちじゅう、おへやのまどやドアをあけて、
くうきのいれかえをしましょう
★せきやくしゃみをするときは くちにてを
あててして、すぐに てをあらいましょう

★まいあさ、ねつをはかりましょう

しんがたコロナウィルスから
じぶんをまもろう！

保健所の指導に従います。
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フローチャートの見直しについて

コロナ関連の情報を聞かない日がない程、一向に落ち着く気配はなく、新たな変
異種も見つかりました。十分に気をつけていてもかかるときはかかってしまうよう
です。私たちの身近にも迫ってきている気さえします。いざというときに慌てない
よう、以前お渡ししていたフローチャートを見直すことに致しました。

見直しの手立てとして、仙台市教育委員会より各小学校に配布された文書を保護
者の方から情報として頂いたり、卒園生の保護者の方からも情報を頂いたりした
ものをまとめました。私立幼稚園に対しては、特に行政からの指示・連絡はありま
せんが、園独自で見直して参りたいと存じます。

園児の保護者や園児が濃厚接触者になったり
罹患した場合

教員やその家族が濃厚接触者になったり
罹患した場合

・陽性の場合、保健所から直接連絡がある
・園にも保健所から連絡があり、園は園児、
教職員名簿の提出を求められる

・保健所から
各家庭にPCR
検査を指定の
医療機関で受
けるよう指示
がある
・ドライブス
ルーでの検査
・園内の消毒
が必要な場合
は手配する
・保健所から
濃厚接触者の
範囲を指示さ
れる

教職員の共通理解

・空気清浄機の使用・夜間のオゾン殺菌・マスク着用
・全クラスにオゾン殺菌の空気清浄機を設置
・食事中パーティション（L字）の使用
・常時換気・アルコール消毒
・ドアノブなど接触感染防止の防止剤の活用
・トイレ後の温風殺菌は、電源を抜いて使用中止
・教師確認の下での手洗いの励行
・歯ブラシの仕上げ磨きの際のフェイスシールド着用
・手洗いの指導・むやみに顔を触らないという指導
・教師は園児の体調の変化に注意
・教師自身の体調不良はすぐに報告
・クラスに自動体温計と自動ハンドミストのアルコー
ル消毒を常備
・感染リスクの高い人混み等不要不急の外出を自粛
・こまめな水分補給・十分な睡眠と栄養、休息
・教師の検温と行動記録の記入
・幼児のマスク着用を促す（日本小児科医会、厚労省
では２歳児以下は非該当、WHOでは５歳以下は非該当
とされていますが、当園としては感染拡大防止のため
できるだけ習慣化するよう取り組んで参ります。）
・各家庭で健康観察シートに記入
★手洗い、アルコール消毒により手が荒れるとそこか
らの感染も考えられるので、ハンドクリームで保湿す
ることも大切。
★教員の口元や表情が見える必要がある時は、マウス
シールドやフェイスシールドに付け替えて対応。
赤字は今回付け足したものです。

・陽性の場合、保健所から直接連絡がある
・園に報告
・教員本人の場合は、園は園児、教職員名簿
の提出を求められる

園
か
ら
メ
ー
ル
で
連
絡

家庭への連絡

・落としてしまうことも考慮して換えのマスクの持参をお願いします。
（小学校と同様の対応です）
・同居家族に発熱などの症状が見られる場合は欠席扱いではなく、１月
からは出席停止扱いとなりました。（仙台市）

お願い

同じ子育てをする仲間として、自分が該当し
たときのことを想定して「誰？」という噂話は
しないでください。お子さん方は大人の話の
一部を聞いて話すこともあります。いじめの原
因になることが懸念されています。
園児やご家族が濃厚接触者となった場合や

PCR検査の結果が判明した場合は、園にご連絡
頂きますようご理解とご協力をお願いします。
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